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 設置趣旨【資料 2】 

 1 （書類等の題名） 
  ⾼等専⾨学校の充実について （46ページ） 
   

 2（出典） 
  ⾼等専⾨学校の充実に関する調査研究協⼒者会議（⽂部科学省）（平成28年3⽉） 

 3（引⽤範囲） 
  （2ページから6ページ） 
  URL： 
 https://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2016/05/10/13 
 70707_01_1.pdf 

 4（その他の説明） 
  ・3ページの3⾏⽬の根拠箇所をにマーカーで⽰す。 
  ・5ページ最後から3⾏をマーカーで⽰す。  
  ・6ページ2⾏⽬をマーカーで⽰す。 
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 【 資料 ４】 

 1 （書類等の題名） 
  「IT⼈材需給に関する主な試算結果②」 
   
 2（出典・引⽤範囲） 
  「IT⼈材需給に関する調査・調査報告書」みずほ情報総研株式会社（2019年3⽉） 

 （19ページ） 
   
 URL：https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/jinzai/houkokusyo.pdf 

 3（その他の説明） 
  ・19ページの図表3-9の2008年の⼈材不⾜数の部分に⾚線 



 【 資料５】 

 1 （書類等の題名） 
  Society5.0において求められる⼈材像、学びの在り⽅ 

 2（出典・引⽤範囲） 
  「Society5.0に向けた⼈材育成〜社会が変わる、学びが変わる〜」 
   Society 5.0 に向けた⼈材育成に係る⼤⾂懇談会 
   新たな時代を豊かに⽣きる⼒の育成に関する省内タスクフォース 
   （6ページ） 

  URL： 
 https://www.mext.go.jp/component/a_menu/other/detail/__icsFiles/afieldfile/2018/06/06/1405 
 844_002.pdf 

 4（その他の説明） 
  ・2.(1)の1-3⾏⽬等をマーカーで⽰す。 



 【 資料 ６】 

 1 （書類等の題名） 
  デジタル事業に対応する⼈材の「量」の確保状況 

 2（出典・引⽤範囲） 
  「DX⽩書2021」（IPA独⽴⾏政法⼈情報処理機構）（94ページ） 
   
   URL：https://www.ipa.go.jp/files/000093701.pdf 

   



ディプロマ・ポリシー

養成する人材像

モノを作る力で、コトを起こす人

IT分野の知識・技能 デザインの知識・技能 起業家精神 豊かな教養・倫理観

カリキュラム・ポリシー

アドミッション・ポリシー

Ⅴ. 必要な学習を続ける意欲があり、学んだことを活かせる人

Ⅰ. インターネットを基盤とするサービスやソフトウエア開発に必要な情報工学に関する知識・技能を身に付ける科目を配置する。

Ⅳ. 技術者としての教養を身に付けるとともに、多様な価値観を受け入れた上で、高い倫理観に基づいた行動がとれる豊かな人間
性を身につけている。

Ⅰ.IT分野におけるインターネットを基盤とするサービスやソフトウエア開発を「モノづくり」とし、そのモノづくりに必要な情報工学に関
する知識と技能を有している。

Ⅱ. プロダクトデザインや UI/UXデザインといった、 IT分野におけるモノづくりに求められるデザイン力を有し、魅力ある製品・サービ
スをつくるうえでデザインの重要性を理解している。

Ⅲ. 社会における事業やサービス、枠組み、組織といった社会を構成する要素に対して変革や改善を行うことを「コトを起こす」とし、
そのコトを起こすために必要な起業家精神を有している。具体的には、社会のニーズや課題を本質的に捉え、自ら社会における課
題発見を行い、情報工学の知識・技能を活用して「モノづくり」を行うことで問題解決を実践する中でチームワークやリーダーシップ
を発揮しながら、社会に変化を起こしていくための新しい価値を生み出す力を有している。

Ⅴ. 社会を知り、学んだ知識と技術を統合し、課題発見・問題解決を実践する科目を配置する。

Ⅱ. デザインの基本からソフトウエア分野におけるデザインの知識・技能をはじめ、魅力あるサービス・製品を作ることができる科目
を配置する。

Ⅲ. 自ら課題発見を行い、問題解決のためのチームワークやリーダーシップ、失敗から次につなげるレジリエンスといった起業家精
神を養う科目を配置するとともに、各演習科目においても課題設定から自らが行ったりチームで取り組むこととし、起業家精神を実
践的に学ぶこととする。

Ⅳ. 技術者としての教養をはじめ多様性や倫理観など豊かな人間性を身に付ける人文、自然科学、社会科学などの科目を配置す
る。

神山まるごと高等専門学校　デザイン・エンジニアリング学科　 　養成する人材像と 3ポリシーとの関連図

養成する人材像で掲げている内容を主に 4つの要素に分け左
図の「養成する人材像」に配置した。 インターネットを基盤とする
サービスやソフトウエアの知識・技能を「 IT分野の知識・技能」、
また魅力ある製品・サービスをデザインするを「デザインの知識
・技能」、課題発見する力やリーダーシップやチームワークなど
を「起業家精神」、人間力として「豊かな教養・倫理観」の 4つの
要素を配置した。

Ⅰ. IT分野におけるモノづくりに対して興味や関心がある人

Ⅱ. 多様な価値観を受け入れ、自分の意見を伝えられる人

Ⅲ. 情報を適切に処理することができる思考力がある人

Ⅳ. 正解のない問いに対して、独自の解を出せる人

ディプロマ・ポリシー（以下 DP）の各項目は左図のように養成す
る人材像の各要素と関連付けている。 DPのⅠは養成する人材
像の「IT分野の知識・技能」、Ⅱについては「デザインの知識・技
能」、Ⅲについては「起業家精神」とそれぞれ関連付けている。
Ⅳについては人材の中心に据えた IT分野の技術者としての教
養をDPのⅠで身に着けたうえで、豊かな人間性を身に付けるこ
とから「豊かな教養・倫理観」と関連付けている。

カリキュラム・ポリシー（以下 CP）の各項目は左図のように DP
の各項目と関連付けている。

CPのⅠは「IT分野の知識・技能」と、 CPのⅡは「デザインの知
識・技能」と、CPのⅢは「起業家精神」と、 CPのⅣは技術者と
して「豊かな教養・倫理観」と、それぞれ身に付ける科目を配
置し、該当するDPの達成するために関連付けている。また、
CPのⅤは学んだ知識を使って課題発見と問題解決を実践的
に行う演習科目を配置し、 DPの各項目を達成するために DP
全体と関連付けている。

アドミッション・ポリシー（以下、 AP）の各項目は左図のように
CPの各項目と関連付けている。
APのⅠは、CPのⅠに基づいた科目を通じて成長するため、
APのⅡはCPのⅢに基づいた科目を通じて成長するために関
連付けている。APのⅢ、APのⅣ、APのⅤは、CPに基づいた
科目を通じて学習するための基礎能力として、 CP全体と関連
付けている。

Mayumi Motoshige
【資料7】
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神山まるごと高等専門学校　デザイン・エンジニアリング学科　3ポリシーと科目関連表

種別 分類 科目名 1年 2年 3年 4年 5年 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

一般 国語 文章表現 2 〇 〇

一般 国語 国語Ⅰ 2 〇 〇

一般 国語 国語Ⅱ 2 〇 〇

一般 国語 論文作成法 2 〇 〇

一般 国語 SFプロトタイピング 2 〇 〇 ◎

一般 英語 英語Ⅰ 4 〇 〇

一般 英語 英語Ⅱ 4 〇 〇

一般 英語 英語Ⅲ 2 〇 〇

一般 英語 英語Ⅳ 4 〇 〇

一般 英語 英語Ⅴ 2 〇 〇

一般 社会科学 歴史 2 〇 〇

一般 社会科学 現代社会A 2 〇 〇

一般 社会科学 現代社会B 2 〇 〇

一般 社会科学 社会学基礎 2 〇 〇

一般 社会科学 倫理 2 〇 〇

一般 社会科学 法律 (2) 〇 〇

一般 社会科学 地理 (2) 〇 〇

一般 社会科学 心理学 2 〇 〇

一般 自然科学 認知科学 4 〇 〇

一般 自然科学 基礎数学Ⅰ 2 〇 〇

一般 自然科学 基礎数学Ⅱ 2 〇 〇

一般 自然科学 代数幾何学 2 〇 〇

一般 自然科学 微分積分学 2 〇 〇

一般 自然科学 確率統計学 2 〇 〇

一般 自然科学 解析学Ⅰ 2 〇 〇

一般 自然科学 解析学Ⅱ 2 〇 〇

一般 自然科学 離散数学 2 〇 〇

一般 自然科学 線形代数学 2 〇 〇

一般 自然科学 情報数学 2 〇 〇

一般 自然科学 物理 2 〇 〇

一般 自然科学 化学 2 〇 〇

一般 自然科学 地球・自然環境 2 〇 〇

一般 体育 保健体育Ⅰ 2 〇 〇

一般 体育 保健体育Ⅱ 2 〇 〇

一般 体育 保健体育Ⅲ 2 〇 〇

一般 体育 保健体育Ⅳ 2 〇 〇

一般 美術 表現基礎 2 〇 〇

一般 美術 グラフィックデザイン 2 〇 〇

一般 美術 写真・映像デザイン 2 〇 〇

専門 情報工学 ITブートキャンプ 1 〇 〇 〇

専門 情報工学 情報工学基礎 2 〇 〇 〇

専門 情報工学 基礎プログラミングⅠ 3 〇 〇 〇

専門 情報工学 基礎プログラミングⅡ 2 〇 〇 〇

専門 情報工学 プログラミング演習Ⅰ 3 〇 〇 〇

専門 情報工学 プログラミング演習Ⅱ 4 〇 〇 〇

専門 情報工学 応用プログラミング 2 〇 〇 〇

専門 情報工学 WebプログラミングⅠ 4 〇 〇 〇

専門 情報工学 WebプログラミングⅡ 2 〇 〇 〇

専門 情報工学 アルゴリズム 2 〇 〇 〇

専門 情報工学 電気電子工学基礎 2 〇 〇 〇

専門 情報工学 IoTシステム 2 〇 〇 〇

専門 情報工学 コンピュータアーキテクチャ 2 〇 〇 〇

専門 情報工学 データ処理 2 〇 〇 〇

専門 情報工学 人工知能 2 〇 〇 〇

専門 情報工学 電子回路 (2) 〇 〇 〇

専門 情報工学 統計データ分析 (2) 〇 〇 〇

専門 情報工学 ネットワーク・インターネット 2 〇 〇 〇

専門 情報工学 コンピュータセキュリティ 2 〇 〇 〇

専門 デザイン エディトリアルデザイン 1 〇 〇

専門 デザイン Webデザイン 2 〇 〇

専門 デザイン UI/UXデザイン 2 〇 〇

専門 デザイン 建築デザイン 1 〇 〇

専門 デザイン プロダクトデザイン 2 〇 〇

専門 デザイン 3DCG&CADデザイン 1 〇 〇

専門 デザイン ゲームエンジン (2) 〇 〇

専門 デザイン ジェネラティブデザイン (2) 〇 〇

専門 起業家精神 アントレプレナーシップ概論 2 〇 〇 〇

専門 起業家精神 アントレプレナーシップ演習 2 〇 〇 〇

専門 起業家精神 ネイバーフッド概論A 2 〇 〇 〇

専門 起業家精神 ネイバーフッド概論B 2 〇 〇 〇

専門 起業家精神 ネイバーフッド演習 2 〇 〇 〇

専門 起業家精神 起業ワークショップ演習 (2) 〇 〇 〇

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー
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Mayumi Motoshige
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専門 起業家精神 食農ワークショップ演習 (2) 〇 〇 〇

専門 起業家精神 起業家探究 1 〇 〇 〇

専門 起業家精神 エンジニア探究 (1) 〇 〇 〇

専門 起業家精神 建築家探究 (1) 〇 〇 〇

専門 起業家精神 デザイナー探究 (1) 〇 〇 〇

専門 起業家精神 アーティスト探究 (1) 〇 〇 〇

専門 総合 デザインエンジニアリング実践 1 〇 〇 ◎ 〇

専門 総合 デザインエンジニアリング演習 (2) ◎ 〇 〇 〇

専門 総合 建築ワークショップ演習 (2) 〇 ◎ 〇

専門 総合 アートワークショップ演習 (2) 〇 ◎ 〇

専門 総合
循環型プロダクトワークショップ

演習
(2) 〇 〇 ◎ 〇

専門 総合 インターンシップ 3 〇 〇

専門 総合 卒業研究/制作 8 ◎ 〇 〇 〇

注１：（）は選択科目

注２：◎は主となるポリシー
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2023
日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

26 27 28 29 30 31 01

02 03 04 05 06 07 08
入学式 オリエンテーション オリエンテーション ブートキャンプ ブートキャンプ ブートキャンプ

09 10 11 12 13 14 15
ブートキャンプ 講義　火前① 講義　水前① 講義　木前① 講義　金前①

16 17 18 19 20 21 22
講義　月前① 講義　火前② 講義　水前② 講義　木前② 講義　金前②

23 24 25 26 27 28 29
講義　月前② 講義　火前③ 講義　水前③ 講義　木前③ 講義　金前③

30 01

2023
日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

30 01 02 03 04 05 06
講義　月前③ 講義　火前④

07 08 09 10 11 12 13
講義　月前④ 講義　火前⑤ 講義　水前④ 講義　木前④ 講義　金前④

14 15 16 17 18 19 20
講義　月前⑤ 講義　火前⑥ 講義　水前⑤ 講義　木前⑤ 講義　金前⑤

21 22 23 24 25 26 27
講義　月前⑥ 講義　火前⑦ 講義　水前⑥ 講義　木前⑥ 講義　金前⑥

28 29 30 31 01 02 03
講義　月前⑦ 講義　火前⑧ 講義　水前⑦

04 05

4月

5月

メモ:

メモ:

Mayumi Motoshige
【資料10】



2023
日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

28 29 30 31 01 02 03
講義　木前⑦ 講義　金前⑦

04 05 06 07 08 09 10
講義　月前⑧ 講義　火前⑨ 講義　水前⑧ 講義　木前⑧ 講義　金前⑧

11 12 13 14 15 16 17
講義　月前⑨ 講義　火前⑩ 講義　水前⑨ 講義　木前⑨ 講義　金前⑨

18 19 20 21 22 23 24
講義　月前⑩ 講義　火前⑪ 講義　水前⑩ 講義　木前⑩ 講義　金前⑩

25 26 27 28 29 30 01
講義　月前⑪ 講義　火前⑫ 講義　水前⑪ 講義　木前⑪ 講義　金前⑪

02 03

2023
日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

25 26 27 28 29 30 01

02 03 04 05 06 07 08
講義　月前⑫ 講義　火前⑬ 講義　水前⑫ 講義　木前⑫ 講義　金前⑫

09 10 11 12 13 14 15
講義　月前⑬ 講義　火前⑭ 講義　水前⑬ 講義　木前⑬ 講義　金前⑬ オープンキャンパス①

16 17 18 19 20 21 22
講義　月前⑬ 講義　水前⑭ 講義　木前⑭ 講義　金前⑭

23 24 25 26 27 28 29
講義　月前⑭ 講義　火前⑮ 講義　水前⑮ 講義　木前⑮ 講義　金前⑮

30 31
講義　月前⑮

6月

7月

メモ:

メモ:



2023
日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

30 31 01 02 03 04 05
前期末試験 前期末試験 前期末試験 前期末試験

06 07 08 09 10 11 12
前期末試験返却 前期末試験返却 前期末試験返却 夏季休業

13 14 15 16 17 18 19
夏季休業 夏季休業 夏季休業

閉寮

夏季休業

閉寮

夏季休業

閉寮

20 21 22 23 24 25 26
夏季休業

閉寮

夏季休業

閉寮

夏季休業

閉寮

夏季休業

閉寮

夏季休業

閉寮

27 28 29 30 31 01 02
夏季休業

閉寮

夏季休業

閉寮

夏季休業

閉寮

夏季休業

閉寮

夏季休業

閉寮

03 04

2023
日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

27 28 29 30 31 01 02
夏季休業

閉寮

夏季休業

閉寮

夏季休業

閉寮

夏季休業

閉寮

夏季休業

閉寮

03 04 05 06 07 08 09
夏季休業

閉寮

夏季休業

閉寮

夏季休業

閉寮

夏季休業

閉寮

夏季休業

閉寮

10 11 12 13 14 15 16
夏季休業

閉寮

夏季休業

閉寮

夏季休業

閉寮

夏季休業

閉寮

夏季休業

閉寮

17 18 19 20 21 22 23
夏季休業

閉寮

夏季休業

閉寮

夏季休業

閉寮

夏季休業

閉寮

24 25 26 27 28 29 30
夏季休業

閉寮

夏季休業

閉寮

夏季休業 夏季休業 夏季休業 オープンキャンパス②

01 02 メモ:

メモ:

8月

9月



2023
日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

01 02 03 04 05 06 07
講義　月後① 講義　火後① 講義　水後① 講義　木後① 講義　金後①

08 09 10 11 12 13 14
講義　火後② 講義　水後② 講義　木後② 講義　金後②

15 16 17 18 19 20 21
講義　月前② 講義　火後③ 体育祭 講義　木後③ 講義　金後③

22 23 24 25 26 27 28
講義　月前③ 講義　火後④ 講義　水後③ 講義　木後④ 講義　金後④

29 30 31 01 02 03 04
講義　月前④ 講義　火後⑤

05 06

2023
日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

29 30 31 01 02 03 04
講義　水後④ 休講（高専祭準備） 高専祭 高専祭

05 06 07 08 09 10 11
講義　月前⑤ 講義　火後⑥ 講義　水後⑤ 講義　木後⑤ 講義　金後⑤

12 13 14 15 16 17 18
講義　月前⑥ 講義　火後⑦ 講義　水後⑥ 講義　木後⑥ 講義　金後⑥

19 20 21 22 23 24 25
講義　月前⑦ 講義　火後⑧ 講義　水後⑦ 講義　金後⑦

26 27 28 29 30 01 02
講義　月前⑧ 講義　火後⑨ 講義　水後⑧ 講義　木後⑦

03 04

10月

11月

メモ:

メモ:



2023
日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

26 27 28 29 30 01 02
講義　金後⑧

03 04 05 06 07 08 09
講義　月後⑨ 講義　火後⑩ 講義　水後⑨ 講義　木後⑧ 講義　金後⑨

10 11 12 13 14 15 16
講義　月後⑩ 講義　火後⑪ 講義　水後⑩ 講義　木後⑨ 講義　金後⑩

17 18 19 20 21 22 23
講義　月後⑪ 講義　木後⑩ 講義　水後⑪ 講義　木後⑪ 講義　金後⑪

24 25 26 27 28 29 30
休講（高専祭代休） 休講（高専祭代休） 冬季休業

閉寮

冬季休業

閉寮

冬季休業

閉寮

31 01

2024
日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

31 01 02 03 04 05 06
冬季休業

閉寮

冬季休業

閉寮

冬季休業

閉寮

冬季休業

閉寮

冬季休業

閉寮

07 08 09 10 11 12 13
講義　火後⑫ 講義　水後⑫ 講義　木後⑫ 講義　金後⑫

14 15 16 17 18 19 20
講義　月後⑫ 講義　火後⑬ 講義　水後⑬ 講義　木後⑫ 講義　金後⑬

21 22 23 24 25 26 27
講義　月後⑬ 講義　火後⑭ 講義　水後⑭ 講義　木後⑬ 講義　金後⑭

28 29 30 31 01 02 03
講義　月後⑭ 講義　火後⑮ 講義　水後⑮ 講義　木後⑭ 講義　金後⑮

04 05 メモ:

メモ:

12月

1月



2024
日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

28 29 30 31 01 02 03
講義　月後⑮ 講義　木後⑮ 後期末試験 後期末試験 後期末試験

04 05 06 07 08 09 10
後期末試験 後期末試験返却日 後期末試験返却日 後期末試験返却日 後期末試験返却日

11 12 13 14 15 16 17
講義予備日 講義予備日 講義予備日 講義予備日

18 19 20 21 22 23 24
春季休業 春季休業 春季休業 春季休業

閉寮

25 26 27 28 29 01 02
春季休業

閉寮

春季休業

閉寮

春季休業

閉寮

春季休業

閉寮

春季休業

閉寮

03 04

2024
日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

25 26 27 28 29 01 02
春季休業

閉寮

03 04 05 06 07 08 09
春季休業

閉寮

春季休業

閉寮

春季休業

閉寮

春季休業

閉寮

春季休業

閉寮

10 11 12 13 14 15 16
春季休業

閉寮

春季休業

閉寮

春季休業

閉寮

春季休業

閉寮

春季休業

閉寮

17 18 19 20 21 22 23
春季休業

閉寮

春季休業

閉寮

春季休業

閉寮

春季休業

閉寮

春季休業

閉寮

24 25 26 27 28 29 30
春季休業

閉寮

春季休業

閉寮

春季休業

閉寮

春季休業

閉寮

春季休業

閉寮

31 01

メモ:

メモ:

2月

3月



【資料12】

＜　インターン受入企業・内容一覧　＞

NO 受入企業名 業種 受入人数 受入開始時期 受入可能時期 受入部署 指導者の人数

1 Sansan株式会社 ソフトウェアインターネットサービス 20名 令和8年8月 8月〜9月 ・ビジネス統括本部（表参道本社）：10名
・技術本部（表参道本社）：10名

・ビジネス統括本部：3名
・技術本部：5名

2 株式会社えんがわ 映像制作 4名 令和8年8月 8月〜9月 神山町神領（えんがわオフィス） 3名

3 株式会社モノサス Webサイト制作 2名 令和8年8月 8月〜9月 神山サテライトオフィス 1名

4 株式会社高専キャリア教育研究所 情報通信・教育 10名 令和8年8月 8月〜9月 取締役直下 2名

5 株式会社Jidoca Technologies 情報通信・コンサルティング 3名 令和8年8月 8月〜9月 社長室 1名

6 株式会社みらい創造機構 ベンチャーキャピタル 3名 令和8年8月 8月〜9月 執行役員直下 1名

7 株式会社jig.jp ソフトウェア開発 3名 令和8年8月 8月〜9月 開発1部 6名

合計受入人数 44名

Mayumi Motoshige
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インターンシップ 実施ガイドライン（案）

１．インターンシップの目的 

（１）目的

企業での実習をとおして、これまで講義や演習、実験、実習で学んできたことが社会

でどのように役立てられるのかを理解するとともに、卒業後のキャリアを考える機会

とする。 

（２）目標

企業での実習の中で社会における自分自身の現状を認識し、自身がどのような適性

を持っているのかを判断することができる。 

２．単位履修条件 

（１）履修時間

インターンシップの実習は 10 日間（1 日 8 時間）を基本とし、事前授業 14 時間、

事後授業（報告会）2時間の実施で、3単位とする。 

（２）実習の実施期間

  4年次の夏季休暇（8月上旬～9月下旬） 

  日程は受入施設の指示に従うこと 

（３）実施記録

①単位認定は就業状況と施設指導者の評価を参考とした上で、報告会での発表に基づ

き、インターンシップ担当教員が単位の認定を行う。

②日報はインターンシップの履修記録でもあり、就業状況の評価における資料ともな

るため、実施期間中の記入を怠らず、大切に保持し、インターンシップ終了後すみや

かに担当教員に提出すること。

３．インターンシップ先の選定 

（１）選定方針

 実施先は学生自らが情報収集を行い、探索し、確保することを基本方針とする。学校は

支援チームを組織し、情報収集や探索方法について全面的に支援し、情報提供を行う。ま

た、学校に登録された実施施設でのインターンシップを希望する者は、受入可能人数に限

度もあるため、早期に支援チームに相談すること。なお、受け入れ可能人数を超える希望

者がいた場合は支援チームが選考することがある。 

（２）選定の流れ

①学生は 4 年前期に実施するオリエンテーション以降から実施施設を選定する。依頼

Mayumi Motoshige
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する際は、学校が依頼状を作成する。実施施設が決定したときはすみやかにインター

ンシップ担当教員に報告すること。 

  ②支援チームは、各学生における実施施設が確定した後、インターンシップ担当教員に

提示する。 

  ③インターンシップ担当教員は、各実施施設と事実確認を行った上で、協定書の締結や

学生の個人票を送付する。 

 

４．実施スケジュール 

 内容 時期 

① 実施前 オリエンテーション 4年次前期（4月～） 

②  事前授業 4年次前期（4月～8月） 

③  実習先のマッチング 4年次前期（5・6月） 

④ 実施中 （実施期間にて実習） 4年次夏季休暇（8・9 月） 

⑤ 実施後 報告発表会 4年次後期（10 月） 

 

４．心得 

 ①学生は、受入施設の長や施設指導者の指示について、誠実に従うこと。 

 ②社会の一員であることと、指導を受ける立場であるという自覚をもって行動すると共

に、積極的な姿勢と謙虚な態度で臨むこと。 

 ③疑問が生じた際やトラブルがあった場合は、速やかにインターンシップ支援チームに

相談し、指示を仰ぐこと。 

 ④受入施設から得られる各情報については、外部に漏えいすることがないよう、守秘義務

を十分に理解し徹底すること。 

 

５．事前準備 

（１）学内での事前授業 

  インターンシップを実施する意義・背景・目的、必要事項（各書類、手続きなど）や注

意事項をよく理解し、インターンシップに関する認識を深める。 

（２）インターンシップ実施先 

 ①実施先の決定後は、支援チーム及びインターンシップ担当教員と面談を行い、インター

ンシップの目的と目標や、施設での業務内容について確認を行う。また、事前および実

施日までに用意が必要な書類についても作成を行うこと。 

 ②実施施設へのアクセスや所要時間、交通料金は、遅刻することがないよう、事前に把握

しておく。 

 ③必要書類や、施設ごとに指定された持ち物などについて、準備を怠らないこと。 

 

 



６．実習中の注意 

（１）持ち物 

 ①施設から指定されたもの 

 ②筆記用具 

 ③学生証 

 ④健康保険証、またはその写し 

 ⑤必要書類 

 ⑥実施マニュアル 

 ⑦受入施設の連絡先 

（２）服装 

 ①施設から指示及び指定がある場合、それに従うこと。 

 ②指示がない場合は、清潔で落ち着いた印象の服装を心がけること。 

（３）実習期間中 

 ①インターンシップ中、自身の勝手な判断による行動は、事故やトラブルの原因ともなり

うるため、いかなる時も指導者の指示に従うこと。 

 ②実施時間は、原則、受入施設の就業規則に準ずること。始業、終業及び休憩などの時間

については事前に確認し、厳守すること。 

 ③インターンシップ期間中、やむを得ず体調不良等になった際は、施設指導者と学校の支

援チームに連絡し、了承を得ること。 

 ④1日の業務終了後は、必ず日報を記入し、所定の方法により施設指導者に提出すること。 

 ⑤インターンシップ期間中、担当教員における巡回指導としての施設訪問があるため、相

談事項等は事前に控えておくこと。また、インターンシップ担当教員の巡回指導にかか

わらず、相談事項が生じた場合は、インターンシップ支援チーム又は学校に電話及びメ

ールにより連絡すること。 

 ⑥トラブルなど緊急性が高い事案が発生した場合は、速やかに支援チーム及び学校、もし

くはいずれかの教員に連絡すること。 

 ⑦実施施設の書類や資料、備品の外部持出しは指示があることを除き、禁止とする。また、

取り扱う際は十分に気を付けること。 

 ⑧実施施設への移動は公共交通機関を利用すること。ただし、受入施設から別途指定があ

る場合は、支援チームに報告した上で、その内容に従うこと。 

 

７．緊急時の連絡先 

  第 1次連絡先：支援チーム 

第 2次連絡先：学校（休暇期間の場合、転送設定） 

 

８．日報 

 



①業務終了後は日報を記入し、1日を振り返る。 

②日報記入後は施設指導者に提出すること。 

③指示があった場合は、インターンシップ担当教員及び支援チームに提出する。 

 

  

 



＜様式１＞ 

インターンシップ実習依頼書 

 

 年   月   日 

（機関名）          御中 

 

神山まるごと高等専門学校 

代表者職名・氏名        ㊞ 

 

 本学が実施するインターンシップについて、下記の通りご依頼申し上げます。 

 

氏  名  

学校名・学年  

学 科 名  

住  所  

連 絡 先  

実習希望日 

第 1希望   月  日 ～  月  日 の間 

第 2希望   月  日 ～  月  日 の間 

志望動機 

・ 

自己 PR 

 

 

受入についての回答 

該当に○ 回  答 内  容 

 受入可能 
実習期間：  月  日 ～  月  日 

実習場所： 

 受入不可 理由： 

 

  

 



＜様式２＞ 

実習施設の概要 

 

施設名  

代表者名  指導者名  

所在地  

業種  事業内容  

受入可能時期  受入可能人数  

実習内容  

実習地までの 

アクセス 
   

交通費等の支給  報酬の有無  

移動手段  

実習施設からの

提供等 

□ 宿舎 （ あり ・ なし ） 

□ 食事 （ あり ・ なし ） 

□ 制服 （ あり ・ なし ） 

□ P C  （ あり ・ なし ） 

□  

□ 

 

その他注記  

 

  

 



＜様式３＞ 

実  習  記  録 

 

実習生名：              

■出席記録 

日付 開始時刻 終了時刻 チェック欄 

月  日（  ） ： ：  

月  日（  ） ： ：  

月  日（  ） ： ：  

月  日（  ） ： ：  

月  日（  ） ： ：  

月  日（  ） ： ：  

月  日（  ） ： ：  

月  日（  ） ： ：  

月  日（  ） ： ：  

月  日（  ） ： ：  

月  日（  ） ： ：  

月  日（  ） ： ：  

月  日（  ） ： ：  

月  日（  ） ： ：  

 

■実習態度や取り組み姿勢等の評価 

 

 

 

 

施設名： 指導者名             ㊞ 

 

  

 



＜様式４＞ 

実  習  日  報 

実習生名：              

 

  月   日 （  ）  ※実習   日目 

本日の内容  

振り返り  

次回の目標  

指導者所見 

 

 

指導者名          ㊞   

 

 

  月   日 （  ）  ※実習   日目 

本日の内容  

振り返り  

次回の目標  

指導者所見 

 

 

指導者名          ㊞   

 

  

 



＜様式５＞ 

実 習 レ ポ ー ト 

 

氏  名  

実習施設名  

 

実習期間：    年  月  日（  ） ～   月  日（  ） 

実習内容（実習の概要、主な活動等） 

 

 

 

 

 

 

 

気 づ き 

 

 

 

 

 

 

 

今後の課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜様式６＞ 

インターンシップ評価書 

 

実習機関名  

実習指導者名  

学生氏名  

実習期間 年  月  日（  ） ～   月  日（  ） 

 

■実習評価表 

評価項目 評価 備考 

①実習目的に対する理解度 5  4  3  2  1  

②実習への姿勢 5  4  3  2  1  

③仕事に対する意欲・積極性 5  4  3  2  1  

④周囲との協調性 5  4  3  2  1  

⑤実習の成果 5  4  3  2  1  

※評価 5：大変良い／4：良い／3：普通／2：もう少し努力が必要／1：努力が必要 

 

■実習生に対する全体評価・コメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■本学への連絡事項 

 

 

 

 

 

 

 



 

インターンシップに関する契約書（案） 

 

 □□□□（実施施設名）（以下「甲」という。）と神山まるごと高等専門学校（以下「乙」

という。）は、乙がインターンシップによって下記記載の学生（以下「丙」という。）を派遣

し、甲がそれを受け入れることに関して、以下の通り、覚書を締結する。 

 

（インターンシップの目的） 

第１条 インターンシップは、学生に対して、高等専門学校での学習と並行して、実社会に

おいて所定の機関実習を体験してもらうことにより、高等専門学校での知識と実社会の

密接な関連性を理解してもらうとともに、実社会の現場に直接接することにより、職業意

識を高め、組織などの風習等に馴染み、創造性と協調性に富んだ社会人の早期育成を図る

ことを、目的とする。 

 

（インターンシップの対象及び期間） 

第２条 インターンシップの対象となる学生（以下「実習生」）は、下記に記載された乙が

指名した学生とする。なお、インターンシップの期間等については、甲、乙、丙の三者で

事前に調整を図って決めるものとする。 

 

（事前指導） 

第３条 乙は丙に対して、甲における仕事の概要、ビジネスマナー、顧客及び取引先との関

係、守秘義務をはじめとした社会人としての心得につき、事前に指導を行う。 

 

（インターンシップの内容） 

第４条 丙の実習場所及び具体的な業務内容については、原則として甲が第１条に基づき、

乙、丙に提示する。 

 

（インターンシップ実施中及び通勤における事故等の扱い） 

第５条 丙のインターンシップ実施中及び通勤における事故等については、甲に故意また

は過失がある場合を除き、乙が負うものとする。 

２ 丙が実習中の過失等により、甲または甲の利用者及び第三者に損害を与えた場合は、丙

もしくは乙がその損害賠償の責任を負うものとし、その責任の範囲は丙が加入する賠償

責任保険によるものとする。 

 

（就業規則等の遵守） 

第６条 乙は丙に対して、甲の就業規則等を遵守し、甲の監督、指導、助言等に従うように、
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あらかじめ指導を行う。 

 

（機密保持義務） 

第７条 乙は、丙がインターンシップ実施中に知り得た甲の機密を、甲の承諾なしに実習期

間及び実習終了後に他者に漏えいしないように、丙に対してあらかじめ指導しておく。乙

は、丙が秘密漏えいを行う等、インターンシップの継続を不可能ならしめる事態が生じた

場合には、甲が該当する丙に対するインターンシップを中途で終了させることに同意す

る。 

 

（個人情報保護） 

第８条 甲及び乙は、丙が提出する個人情報を、インターンシップに関する目的以外には、

使用しない。 

 

（報告書の提出） 

第９条 インターンシップの終了後、甲は乙に、丙に関する実習期間中の状況について、報

告書を提出する。 

 

（誓約書） 

第 10条 丙は、当覚書を基とした誓約書を、甲に提出するものとする。 

 

（その他） 

第 11条 契約の履行に関し、特に定めのない事項の取扱い及び解釈上の疑義が生じた場合

の取扱いについては、その都度、甲乙協議によるものとする。 

 

 上記を証するため、本書２通を作成し、甲乙記名押印の上、各その１通を保有するものと

する。 

実習生（覚書中、「丙」と表記） 

学生氏名 □□□□  

 

  令和  年  月  日 

 

甲                   印 

 

 

乙 神山まるごと高等専門学校 

                          校長         印 

 



 

誓  約  書 （案） 

 

                                    年   月   日 

 

□□□□ 

代表            様 

 

 

所   属  デザイン・エンジニアリング学科  

学籍番号   

氏   名               印  

 

 

 私は、インターンシップを履修するにあたり、下記事項を遵守し、かつ、実習を

誠実に遂行し、貴社には一切迷惑をかけないことを誓約いたします。 

 

 

 

記 

 

１ 就業規程をはじめとする貴社の諸規程を遵守します。 

 

２ 指導者の指示を守ります。 

 

３ 事故防止の注意事項を守ります。 

 

４ 実習期間中に知り得た貴社に関するすべての情報につい秘密を守り、貴社の承

諾を得た場合を除き、将来にわたり第三者に開示、漏えいしません。 

 

 

以上  
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⽅法 実施予定内容 評価項⽬（アドミッションポリシーとの対応）

推薦書 在籍中学校による推薦書の提出を求める。 ・推薦理由への回答（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ）

課題レポート
絶対的な正解のない課題を複数設定し、その回答をレポートにま
とめて提出することを求める。なお、回答⽅法は課題ごとに異な
り、制限字数の少ないものや多いもの、「A4⽤紙1枚で⾃由に表現
しなさい」など⾔語による回答に縛られないものも含まれる。

・モノづくりへの意欲や、これまでの実績を問う設問への回答（Ⅰ）
・正解のない課題に対する回答の論理性、創造性や独⾃性（Ⅲ・Ⅳ）
・学習に対する意欲や、これまでの実績を問う設問への回答（Ⅲ・Ⅴ）

調査書 在籍中学校による調査書の提出を求める。
・中1〜中3 の1学期までの内申点（Ⅲ・Ⅳ）
・課外活動での実績（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ）
・⽣活態度に関する評価（Ⅱ）

（学習期間） 学⼒試験の出題範囲を予告する。 ※なし

学⼒試験 数学及び国語のテストを実施する。 ・本学が実施する数学テストの点数（Ⅲ）
・本学が実施する国語テストの点数（Ⅲ）

⼩論⽂
学⼒検査を実際に受験し終わった経験をもとに、本校受験の決意
から出願時まで、並びに出題範囲が予告されてから今⽇までの、
⾃分⾃⾝の学習の取り組みについて振り返りながら、⾃らの学習
⼒をテーマとした⼩論⽂を執筆いただく。

・学習⼒をテーマとした⼩論⽂の内容（Ⅴ）

（適性検査） 1次選抜の合格者に対して、⼈や課題に向き合う際の⾏動特性を評
価する適性検査をオンラインにて実施する。 ※なし（ただし、⾯接の参考とする）

ワークショップ
選考

与えられたテーマに対して、制限時間の中で実際にモノづくりを
⾏うことを求め、その取組過程と最終的な成果物を評価する。

・制作過程の取り組み姿勢に対する評価（Ⅰ）
・制作した成果物に対する評価（Ⅳ）

⾯接 ワークショップ終了後に⾏い、これまでの取組みや提出物に対す
る評価を補完する⽬的で、複数の⾯接官による⾯接審査を⾏う。

・モノづくりへの意欲や、これまでの実績を問う設問への回答（Ⅰ）
・ワークショップ制作物への様々な評価に対する反応（Ⅱ）
・様々な視点から問われる質問への回答（Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ）
・学習に対する意欲や、これまでの実績を問う設問への回答（Ⅴ）
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推薦書

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ
選考

１次
試験

２次
試験

推薦⼊試

⾯接適性検査

スコア化せず
⾯接の参考にする

課題
レポート

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ

I. IT分野におけるモノづくりに興味や関⼼がある⼈
II. 多様な価値観を受け⼊れ、⾃分の意⾒を伝えられる⼈
III. 情報を適切に処理する思考⼒がある⼈
IV. 正解のない問いに対して、独⾃の解を出せる⼈
V. 必要な学習を続ける意欲があり、学んだことを活かせる⼈

同⽇
実施

調査書

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・ⅤⅠ・Ⅳ



学⼒試験
（数学・国語）

課題
レポート

学習
期間

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ
選考

１次
試験

２次
試験

⼀般⼊試

⾯接適性検査

スコア化せず
⾯接の参考にする

調査書

Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ ⅢⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・ⅤⅠ・Ⅳ

⼩論⽂

Ⅴ

I. IT分野におけるモノづくりに興味や関⼼がある⼈
II. 多様な価値観を受け⼊れ、⾃分の意⾒を伝えられる⼈
III. 情報を適切に処理する思考⼒がある⼈
IV. 正解のない問いに対して、独⾃の解を出せる⼈
V. 必要な学習を続ける意欲があり、学んだことを活かせる⼈

学⼒試験の
範囲予告を⾏う

同⽇
実施

同時
提出

同⽇
実施



時間割表

≪前期≫

■月曜日

学年

時限 科目名 担当者名 教室 科目名 担当者名 教室 科目名 担当者名 教室 科目名 担当者名 教室 科目名 担当者名 教室

備考

■火曜日

学年

時限 科目名 担当者名 教室 科目名 担当者名 教室 科目名 担当者名 教室 科目名 担当者名 教室 科目名 担当者名 教室

起業ワークショップ演
習(選)

入江、須藤 演習室3

食農ワークショップ演
習(選)

佐野、真鍋
(非)

演習室2

デザインエンジニアリ
ング演習(選)

鈴木厚、鈴木
知、佐藤、鵜
飼

演習室3

建築ワークショップ演
習(選)

越後 演習室2

デザインエンジニアリ
ング演習(選)

鈴木厚、鈴木
知、佐藤、鵜
飼

演習室3

建築ワークショップ演
習(選)

越後 演習室2

備考

■水曜日

学年

時限 科目名 担当者名 教室 科目名 担当者名 教室 科目名 担当者名 教室 科目名 担当者名 教室 科目名 担当者名 教室

ゲームエンジン(選) 梶原(非) 講義室5

ジェネラティブデザイ
ン(選)

瀬賀(非) 演習室3

備考

■木曜日

学年

時限 科目名 担当者名 教室 科目名 担当者名 教室 科目名 担当者名 教室 科目名 担当者名 教室 科目名 担当者名 教室

備考

■金曜日

学年

時限 科目名 担当者名 教室 科目名 担当者名 教室 科目名 担当者名 教室 科目名 担当者名 教室 科目名 担当者名 教室

エンジニア探求(選) 鈴木厚 演習室3

建築家探求(選) 越後 演習室2

備考

4限

卒業研究
卒業研究担当
教員

研究エリア１，
２

卒業研究
卒業研究担当
教員

研究エリア１，
２

講義室2
大山、新井、
鈴木厚

歴史講義室1基礎数学Ⅰ 塩見、高島

塩見、光永 講義室3

講義室3廣瀬英語Ⅲ

保健体育Ⅲ講義室2阪本、春田国語Ⅰ

英語Ⅱ 廣瀬

講義室4光永解析学Ⅰ
講義室3
体育館

古屋

講義室4甲田(非)心理学

認知科学 関戸 講義室4

卒業研究担当
教員

研究エリア１，
２

卒業研究
卒業研究担当
教員

研究エリア１，
２

講義室3 英語Ⅳ 廣瀬 講義室4 卒業研究基礎数学Ⅱ 塩見、高島 講義室2 現代社会B 大山、藤川

関戸化学

文章表現 阪本 講義室1

大山現代社会A 講義室1

1年 2年 3年

講義室2 微分積分学

演習室2正木 演習室1プログラミング演習Ⅱ理科室

プログラミング演習Ⅱ 正木 演習室1

写真・映像デザイン 新井

保健体育Ⅰ 古屋
講義室1
運動場

1限 表現基礎 新井 第1美術室 地球・自然環境 関戸、佐野 講義室2 応用プログラミング 鈴木知 演習室1

IoTシステム 鈴木厚 演習室1 線形代数学伊藤 演習室2演習室3佐野

演習室1正木

ネイバーフッド概論A
エディトリアルデザイ
ン

古屋
運動場
体育館

英語Ⅱ

佐野、須藤 演習室3 鵜飼 講義室5
コンピュータセキュリ
ティ

演習室1 3DCG&CADデザイン 越後 演習室2 ネイバーフッド演習

情報工学基礎

英語Ⅰ 廣瀬 基礎プログラミングⅡ 正木廣瀬

演習室2伊藤Webデザイン講義室1正木

理科室 電気電子工学基礎1限 鈴木厚 演習室1
コンピュータアーキテ
クチャ

プログラミング演習Ⅰ

プログラミング演習Ⅰ 正木 演習室1 保健体育Ⅱ

講義室3大山倫理講義室2廣瀬

廣瀬 講義室5

講義室5光永離散数学

光永 講義室4 英語Ⅴ

アルゴリズム 鈴木知 講義室3基礎プログラミングⅠ 正木 演習室1 代数幾何学 塩見、光永

論文作成法 阪本 講義室5

特別活動 担任、副担任 講義室1 特別活動 担任、副担任 講義室2 特別活動 担任、副担任 講義室3 インターンシップ
鈴木厚、鈴木
知、佐野、越
後、藤川

講義室4

入江 講義室2 確率統計学 光永 講義室3 WebプログラミングⅡ 鈴木知 演習室1

アントレプレナーシッ
プ演習

入江、須藤 演習室3 WebプログラミングⅡ 鈴木知1限

2限

1限

3限

2限

3限

3限

4限

2限

1限

2限

3限

4限

4限

3限

4限

2限

4年

講義室2

5年

2年 3年 4年 5年

1年 2年 3年 4年 5年

1年

鈴木知 講義室4

保健体育Ⅳ 古屋
運動場、体育
館

演習室1

演習室1鈴木知WebプログラミングⅠ

WebプログラミングⅠ 鈴木知

物理 関戸

2年 3年 4年 5年

1年 2年 3年 4年 5年

1年

グラフィックデザイン 新井 第1美術室 UI/UXデザイン 伊藤 演習室2 演習室1
ネットワーク・インター
ネット

鵜飼 講義室5

英語Ⅰ 廣瀬 講義室1
アントレプレナーシッ
プ概論
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≪後期≫

■月曜日

学年

時限 科目名 担当者名 教室 科目名 担当者名 教室 科目名 担当者名 教室 科目名 担当者名 教室 科目名 担当者名 教室

伝統工芸ワークショッ
プ演習(選)

佐野 演習室2

アートワークショップ
演習(選)

越後 演習室3

伝統工芸ワークショッ
プ演習(選)

佐野 演習室2

アートワークショップ
演習(選)

越後 演習室3

備考

■火曜日

学年

時限 科目名 担当者名 教室 科目名 担当者名 教室 科目名 担当者名 教室 科目名 担当者名 教室 科目名 担当者名 教室

電子回路(選) 鈴木厚 演習室1

統計データ分析(選) 佐藤 講義室4

起業ワークショップ演
習

関戸、入江、
須藤

演習室3

食農ワークショップ演
習

佐野、真鍋
(非)

演習室2

備考

■水曜日

学年

時限 科目名 担当者名 教室 科目名 担当者名 教室 科目名 担当者名 教室 科目名 担当者名 教室 科目名 担当者名 教室

法律
柴田(非)、金
西(非)

講義室5

地理 塚本(非) 演習室3

備考

■木曜日

学年

時限 科目名 担当者名 教室 科目名 担当者名 教室 科目名 担当者名 教室 科目名 担当者名 教室 科目名 担当者名 教室

備考

■金曜日

学年

時限 科目名 担当者名 教室 科目名 担当者名 教室 科目名 担当者名 教室 科目名 担当者名 教室 科目名 担当者名 教室

アーティスト探求(選) 越後 演習室3

デザイナー探求(選) 伊藤、関戸 演習室2

備考

1限

2限

1限

4限

卒業研究

卒業研究

4限

1限 塩見、光永 講義室2 IoTシステム

社会学基礎 大山 講義室5

講義室3 認知科学 関戸 講義室4

プロダクトデザイン演習室3入江、須藤
アントレプレナーシッ
プ演習

アルゴリズム 鈴木知 講義室3

演習室1古屋保健体育Ⅰ
講義室1
運動場

プログラミング演習Ⅱ 正木

演習室1

演習室2新井写真・映像デザイン演習室1

UI/UXデザイン 伊藤 演習室2 応用プログラミング 鈴木知新井 第1美術室

正木プログラミング演習Ⅱ理科室関戸化学

2年

文章表現

基礎数学Ⅰ

阪本 基礎数学Ⅱ講義室1 塩見、高島 講義室2 英語Ⅲ 廣瀬

大山、新井、
鈴木厚

歴史塩見、高島 講義室1

卒業研究担当
教員

演習室1鈴木知 保健体育Ⅳ

アントレプレナーシップ概論 入江 WebプログラミングⅠ

WebプログラミングⅠ

講義室2

5年

研究エリア１，
２

古屋
運動場
体育館

演習室2正木 講義室1

建築デザイン演習室1正木基礎プログラミングⅡ理科室

関戸、鈴木
厚、越後、佐
野

デザインエンジニアリ
ング実践

鈴木知 演習室1

ネイバーフッド概論B 佐野 演習室3演習室2越後

人工知能 佐藤 演習室1

講義室4光永解析学Ⅱ

微分積分学 塩見、光永 講義室3

プログラミング演習Ⅰ

英語Ⅰ 廣瀬 講義室1 起業家探求

運動場
体育館

古屋保健体育Ⅱ演習室1正木

2年 3年

地球・自然環境 関戸、佐野 講義室2

演習室2伊藤Webデザイン演習室3佐野

関戸 演習室3

講義室5

講義室5福野(非)データ処理石井(非) 演習室2

ネイバーフッド演習 佐野、須藤 演習室3

情報数学 光永

確率統計学 光永 講義室3

鈴木厚 演習室1

特別活動講義室1担任、副担任特別活動

グラフィックデザイン 新井 第1美術室 代数幾何学

講義室3担任、副担任特別活動講義室2担任、副担任

1限

1年

1年

1年

2限

2限

3限

3限

3限

4限

4限

基礎プログラミングⅠ 正木 演習室1

ネイバーフッド概論A

プログラミング演習Ⅰ

英語Ⅰ 廣瀬 講義室1

正木 演習室1

関戸物理

情報工学基礎

3限

2限

1限

2限

3限

4限

2年 3年 4年

古屋、鈴木厚

大山、藤川 講義室3政治経済B講義室2

講義室2阪本、春田国語Ⅰ

講義室1大山 英語Ⅱ 廣瀬 講義室2現代社会A

表現基礎

3年 4年 5年

講義室4廣瀬英語Ⅳ

国語Ⅱ 阪本、春田 講義室4
講義室3
体育館

保健体育Ⅲ
卒業研究担当
教員

研究エリア１，
２

卒業研究
卒業研究担当
教員

研究エリア１，
２

卒業研究
卒業研究担当
教員

研究エリア１，
２

4年 5年

1年 2年 3年 4年 5年

1年 2年 3年 4年 5年

英語Ⅱ 廣瀬 講義室2 倫理 大山 講義室3

電気電子工学基礎 鈴木厚 演習室1
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